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１．概要（Summary） 

我々は大気圧プラズマ装置を照射した溶液が脳腫瘍

細胞に対してプログラム細胞死として知られるアポトーシ

スを誘導することを発見した。この溶液をプラズマ活性溶

液（Plasma-activated medium, PAM）と名付けた。本

研究では超高密度大気圧プラズマ装置を利用してプラズ

マ活性溶液を作成し、細胞に投与し細胞に対する効果を

顕微鏡等を用いて調べたり、活性溶液中の活性種を

In-situ電子スピン共鳴法を用いて解析する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高密度大気圧プラズマ装置、In-situ電子スピン共

鳴（ESR） 

【実験方法】 

超高密度大気圧プラズマ装置を用いて乳酸リンゲル液

に対してプラズマ照射を行い、プラズマ活性乳酸リンゲル

液（PAL）を作製した。プラズマ照射の条件として、アルゴ

ンガスに窒素ガス、酸素ガスを添加し、Ar+10%N2, 

Ar+10%O2, Ar+10%N2+10%O2の各種条件で作製され

た PALについて、水分蒸発量、pH、過酸化水素濃度、

硝酸濃度、亜硝酸濃度、細胞毒性などの基礎特性を調

べた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

N2や O2を添加するとプラズマ照射により水分蒸発量

が増加することが分かった。N2を添加すると pHが下がる

ことが分かった。N2添加により硝酸イオンや亜硝酸イオン

が生成され、O2添加により過酸化水素が生成されること

が分かった。Ar+10%N2+10%O2添加により作製された

PALが最も大きな細胞毒性を示すことが分かった。 
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